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硫黄島の一日
Airmen from across Fifth Air Force visit and hike historic Iwo To

�K�W�W�S�V�������M�D���M�S���I�D�F�H�E�R�R�N���F�R�P���¿���I�W�K�D�L�U�I�R�U�F�H��

　第 5 空軍では、各部署から参加者が、軍事専門教育
の一環として、歴史的な硫黄島を訪れる機会を得た。
　参加者は島の小道あるいはビーチを横切り、硫黄島
の自然を満喫しながら、摺鉢山の頂を目指した。　　
　その途上、講師の説明に耳を傾け、実際の状況をイ
メージしつつ、顕彰碑（Reunion of Honor）などに触
れることで、硫黄島の戦いの歴史を学び、体験するこ
とができた。
　そして、先の戦争で命を捧げた人々を称えたのであっ
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（浅井理事仮訳）

で協力する方法な
どと共に他の多く
のトピックにも焦
点を当てた。
　このシンポジウ
ムは日本で初めて
の 開 催 で あ っ た
が、参加者と講師
は、これが最後で
はなく、軍種を超えた継続的な関与が必要であること
を確認した。

　第５空軍司令部の最先任上級曹長キャサリーン マ
ク ー ル 最 上 級 曹 長（CMSgt Kathleen M.Mcool, the 
Command Chief Master Sergent, Fifth AirForce）は、「こ
のシンポジウムが、女性、平和、安全保障に関する我々
の各軍種および二国間パートナーとの多くの関与の最
初のものとなることを願っています」また「女性は紛
争や危機において重要な役割を果たしているため、共
に努力することで、障壁を打ち破り、同盟関係を強化
するために一緒に前進する能力を向上させることがで
きます」と述べた。
   　　　　　　　　　　　　　　　　（浅井理事仮訳）

Female service members from the U.S. 
and Japan pose for a photo

Airmen hike across the island's path and beaches to the top of Mount Suribachi
↑ Reunion of Honor  
↓ View of Pacifi c ocean from Iwo To

Airmen learn the history of the Battle of  Iwo Jima
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米空軍の将来動向について（その３） 
Future Trends of  USAF 　（Part Ⅲ）  

正会員　荒木　淳一

１　はじめに
　本稿は、米空軍の将来動向に関する第三回目であり最
終回となる。第一回目、二回目では、米国の防衛計画、
戦力設計、予算等に関する有力シンクタンクである戦略
予 算 評 価 セ ン タ ー（Center for Strategic and Budgetary 
Assessments：CSBA）の報告書や米空軍の態勢報告等、米
空軍の将来動向を探る上で参考になると考えられる文献等
を紹介してきた。中国が米国の対等の戦略的競争相手とし
て台頭し、「地経学」的アプローチ／グレーゾーンにおけ
る現状変更の試みを常態化させ、A2AD の脅威や宇宙・サ
イバーを使った非対称な挑戦が常態化している中、米国は
国家安全保障戦略／国家防衛戦略を抜本的に見直した。対
中スタンスは「関与」から「戦略的競争」へと大転換し、
新たな戦略や作戦構想を模索する努力が続けられている。
その根底には、「米国の圧倒的軍事優位性が失われつつあ
る」という強い危機感がある。米海兵隊は「フォースデ
ザイン 2030」に基づき機動基地前進作戦（Expeditionary 
Advanced Base Operations：EABO）に関するマニュアル
を作成し、陸自との日米共同訓練での実際の演練を始めて
いる。2020 年 12 月には米海軍・米海兵隊・沿岸警備隊の
連名で「海上における優位：統合された全領域海軍力によ
る勝利（Advantage at Sea：Prevailing with Integrated All-
Domain Naval Power）」という構想が発表される等、各軍
種の新たな戦い方の模索は概ね収斂しつつあるように思わ
れる。
　その様な中で、前空軍参謀総長ゴールドフィン大将が提
起した「統合全領域作戦（Joint All Domain Operation：
JADO）」は、国防省内で各軍種の新たな作戦構想の基盤と
して位置付けられるとともに、米空軍内においてはこの構
想に基づくドクトリンが策定されつつある。
　本稿では、米空軍の新たなドクトリン創出の動きとその
方向性を 3 つのドクトリン関連文書を通じて紹介したい。
2 つのドクトリン・ノート①「統合全領域作戦における米
空軍の役割」（AFDN 1-20）と②「迅速な戦闘展開」（AFDN 
1-21）並びに米空軍の最も基本的なドクトリンである③

「空軍力（The Air Force）」（AFDP 1）における「任務指
揮（Mission Command）」を重視する改正について取り上
げることとする。これらは、日米共同作戦の実効性を向上
させる観点からも極めて重要であり、中台危機への対応を
含む日米共同作戦構想の検討や防衛力整備においても十分
に考慮されるべきものであろう。我が国においても戦略 3
文書（国家安全保障戦略、防衛計画の大綱／中期防衛力整
備計画）の見直しが行われており、検討結果を受けて今後
どのように米空軍の動向を施策に反映するか十分な検討が
必要である。また、本稿の執筆中に生起したロシアによる
ウクライナへの軍事侵略は先行きが見通せない厳しい状況

が続いている。如何なる形で戦闘が終結するかに関わらず、
今後、米国が、欧州におけるロシアとインド太平洋におけ
る中国という二正面対応を迫られる可能性はより高くなっ
た。その際、同盟国の果たすべき役割に対する米国の期待
は今まで以上に高くなっていることに留意が必要である。
我が国の防衛力の強化のみならず日米同盟の実効性向上に
向けたより一層の努力は待ったなしの状況である。米空軍
の新たな作戦構想やそのドクトリンの動向を理解し、我が
国の防衛力の強化、日米共同の実効性向上に反映させるこ
とは、今まで以上に重要になっていると言えよう。
　本稿では、２つのドクトリン・ノート並びに基本ドクト
リンの主要改正点について、それぞれの概要、特徴並びに
空自に対する含意について述べた上で、最後に空自として
取り組むべき課題や方向性に関する私見を述べてまとめと
したい。

２　「統合全領域作戦（JADO）における米空軍の役割」
（AFDN 1-20）について
（１）概要
　ドクトリン・ノートとは、新たなドクトリンを策定する
ために、確立されつつある概念に関して主要なポイント、
定義等、議論の出発点となる枠組みを提供するものである。
本ドクトリン・ノート（AFDN1-20）は、2018 年の国家
防衛戦略（National Defense Strategy：NDS2018）が米軍
に要求する任務、すなわち戦略的競争相手とのハイエンド
の戦いを抑止し、必要に応じて打ち破る（勝利する）こと
を達成するために、前空軍参謀総長ゴールドフィン大将が
2020 年 3 月 5 日に策定したものである。
　AFDN1-20 で は、JADO や 統 合 全 領 域 指 揮・ 統 制

（Joint All Domain 
C o m m a n d  a n d 
Control：JADC2）
等 の 鍵 と な る 用
語 の 定 義、 何 故
JADO が 必 要 か、
JADO と は 如 何 な
るものかについて
記 述 す る と と も
に、 航 空 戦 力 運 用
の理論家であるボイド大佐の OODA（Observe、Orient、
Decide、Act）ループによる JADC2 の意義に関する理論
的説明、更には JADO 実行の前提となる 3 つの作戦概
念、「機敏な支援（Agile Support）」、「全領域の防護（All 
Domain Protection）」、「強靭な持続性と兵站（Resilient 
Sustainment and Logistics）」について記述されている。

（２）特徴

ドクトリン・ノート　AFDN 1-20
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　まず第一に、AFDN1-20 は JADO において敵に対する優
位性を獲得する鍵を初めて明確化したことである。それは
JADC2 の実現であり、全領域のデータを適切に処理・融
合・分配するとともに、権限に応じた適切なレベルでの判
断・決心をより迅速に行うことによって、統合戦力をより
迅速かつ効果的に発揮しようとするものである。常に相手
に勝る速度で判断・命令・行動し、予測不可能な行動の多
様さによって敵を困惑させ、対応不能状態にしてしまおう
というものである。これまで議論されてきた空海作戦（Air 
Sea Battle）、 領 域 横 断 作 戦（Cross Domain Operation：
CDO）、国際公共財へのアクセス・マニューバー（Joint 
Access Maneuver - Global Commons：JAM-GC）等の作戦
概念は、何をもって作戦の優位性を獲得するかが極めて曖
昧であった。
　第二に、他軍種の作戦構想が軍種指揮官の視点に基づく
ものであるのに対して、AFDN1-20 は戦域の戦闘コマンド
司令官、つまり統合軍指揮官の立場で書かれていることで
ある。米空軍は「グローバルな警戒（Global Vigilance）」、

「グローバルな到達（Global Reach）」、「グローバルな戦力
発揮（Global Power）」の機能を担っており、あらゆる地
域の作戦に主導的役割を果たす必要があること、統合戦力
の火力発揮を調整し最大効果を得るためには、航空戦力運
用にかかる指揮・統制機能が最も適していること等がその
理由として考えられる。国防省において JADO ／ JADC2
が各軍種の戦い方を包括する構想として位置付けられたの
は、このような航空戦力運用の考え方が統合運用に大きく
寄与することが理由の一つと考えられる。
　第三に、米空軍が JADC2 を支える先進戦闘管理シス
テ ム（Advanced Battle Management System：ABMS） の
実現に AFDN1-20 策定と並行して取り組んできたことで
ある。ABMS は元々は老朽化した E-3AWACS や E-8Joint 
Star の後継機事業に替えてゴールドフィン大将が立ち上げ
たプロジェクトである。戦域における目標情報の収集や
融合、配分の機能を抗堪性を持つ網の目状のネットワーク
で行おうとするもので、プラットフォームからネットワー
クへの転換として注目を集めた。また ABMS の開発に関
するプロセスでは、従来の研究開発プロセスとは異なるア
プローチが関心を集めている。情報通信技術に優れたス
タートアップ企業との協力や他軍種のウェポン・システ
ムをアプリやソフトで連接し、キル・チェーンを完結す
る試みを現場実験（オンランプ実験）として、各戦域の戦
闘コマンドの演習として実施している。他方で ABMS は
対象とする作戦のレベルや範囲が不明確であったことか
ら、ケンドール空軍長官は着任直後から ABMS に対して
批判的であった。しかし、ABMS の運用要求やマイルス
トーンが明らかになるにつれて批判のトーンは下がってい
る。ケンドール長官が明示した空軍省として取り組むべき
主要命題として、次世代制空戦闘機（Next Generation Air 
Dominance：NGAD）、地上配備型核抑止システム（Ground 
Based Strategic Deterrence：GBSD）等と並んで、ABMS
も位置付けられている。加えて、米空軍には国防省内にお
ける JADO/JADC2 を主導する役割も与えられている。他

軍種でも ABMS と類似のプロジェクト、すなわち陸軍の
「Project Convergence」、海軍の「Project Overmuch」が進
められているが、最終的には ABMS と連接され、JADC2
の一部として機能することが期待されている。
　最後に、JADC2 の追求は米空軍が抱える他の課題、す
なわち近代化の遅れや戦力規模の縮小等に対する一定の解
決策になっているという点である。JADC2 による JADO
が実現すると、一軍種の特定のプラットフォームの火力に
依存せず、様々な火力を目的、目標に応じて柔軟かつ適時
適切に組み合わせることが理論上は可能となる。近代化の
遅れたレガシーシステムも、ABMS を通じてネットワーク
化されることによって、引き続き能力発揮が可能となる。
エッジの効いた最新機能を短期間で開発し ABMS のネッ
トワークに連接することによって、その機能の規模が小さ
くても全体としての優位性獲得に寄与できる。従来は、様々
な機能を一つのプラットフォームに載せようとする際、シ
ステム全体としてのバランスを取るため個々の機能の能力
を下げざるを得なかったり、バランスを取るための試行錯
誤によって開発に長期間を要し、開発費が高騰することも
あった。しかし、個別の新たな機能をネットワーク化でき
れば、機能の最大発揮や開発期間の短縮も可能となる等、
近代化の遅れの解消や開発・装備化の費用の低減により、
レディネスに及ぼす影響も局限できると考えられる。

（３）空自に対する含意
　ABMS プロジェクトは未だ運用要求を検討している段
階であり、装備化、実運用化までには一定の時間が掛か
ると考えられる。しかし、米軍は既に各軍種間でのネット
ワーク連接のみならず同盟国等とのネットワーク連接、情
報の共有も想定してプロジェクトを推進している。既に
構想の段階から同盟国軍の ABMS への関与を求めており、
ABMS プロジェクトの定期的な情報共有の場に同盟国が招
聘されたり、各国軍との調整を実施する部署も空軍省内に
設置されている。また ABMS に関する現場実験では、既
に欧州の同盟国空軍のプラットフォームをネットワークに
繋いで演習が実施されている等、同盟国との連接も想定内
と見られる。
　最新の通信技術やクラウドを使ったネットワークの構
築、データの共有、融合、配分等に AI や機械学習（Machine 
Learning：ML）の技術を適用することにより、指揮・統
制機能を迅速化、最適化するのが狙いである。我が国も統
合作戦構想を念頭に統合の C2 系統の構築に速やかに着手
すべきであり、その中核は JADGE をベースとする空自の
C2 系統であると考える。少なくとも統合運用の基本的 C2
が確立されていない限り、日米共同の場面において陸海空
自衛隊のプラットフォームが個別に米軍のネットワークに
加入することを求められてしまう。我が国の統合 C2 を構
成した上で米軍のネットワークと連接する場合でも、米軍
ネットワーク内におけるデータの処理、融合、共有、配分
等に関する考え方や AI 処理の判断基準、アルゴリズム等
について熟知した上でネットワークに加入しなければ、日
米間の指揮統制権の独立が曖昧になる等、政治的に難しい
問題を抱えることとなる。
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３　「迅速な戦闘展開（Agile Combat Employment：
ACE）」（AFDN1-21）

（１）概要
　本ドクトリンノートは、2021 年 12 月 1 日に現米空軍参
謀総長ブラウン大将の署名によって発出されたものであ
る。ACE という用語が何時から使われ始めたかは定かでは
ない。しかし、中国の A2AD の脅威によって航空戦力発揮
の前提である航空基地の脆弱性が明らかになるとともに、
作戦運用、後方補給の大規模な拠点基地を構える現在の態
勢では、航空作戦の遂行が困難と認識されてからであるこ
とは間違いない。
　本 AFDN1-21 においては、ACE に関連する重要な用語
の定義、事態の推
移 に 応 じ た ACE
の実行要領、ACE
を実現させるため
の 2 つの能力促進
要 因 と ACE を 構
成する 5 つの核と
なる能力、3 つの
重要な要素が示さ
れている。
　ACE の能力促進要因として、第一に「派遣可能で多機能
なエアマン（Expeditionary and Multi-Capable Airmen）」、
第二に「状況に合わせ構成される戦力パッケージ（Tailorable 
Force Package）」が挙げられている。脆弱な作戦運用基盤
を分散しつつ、従来の大規模拠点における運用と同等量の
戦力を提供するためには、敵の攻撃下においても分散され
た場所で様々な航空機をターンアラウンドし、必要なソー
ティ数を生み出さなければならない。分散された場所に派
遣し得る人員数には限りがあることから、必然的に一人の
要員が様々な業務を実施できる多機能の専門性を有してい
なければならない。また特定の場所でしか特定の航空戦力
を運用できないならば、数が少なく高価値のアセットを運
用する場所がボトルネックとなり全体としての戦力発揮を
左右する可能性がある。したがって、状況に応じて柔軟に
航空戦力を組み合わせ、パッケージ化することが ACE の
重要な要素となる。
　 次 に、ACE の 5 つ の 鍵 と な る 機 能 と し て、 ①「 態
勢（Posture）」、②「指揮統制（Command ＆ Control）」、
③「展開と機動（Movement and Maneuver）」、④「防護

（Protection）」、⑤「持続（Sustainment）」が示されている。
　①「態勢」では、敵の威力圏内におけるリスクを低減し、
戦域内及び戦域間の展開・機動を状況に応じて柔軟に実施
するためには、レディネスの高い態勢が重要であるとして
いる。また、事態の進展に先んじて同盟国やパートナー国
との調整を行うためにも、政府全体として ACE に取り組
む必要があると指摘している。
　②「指揮・統制（C2）」においては、先に述べた JADO/
JADC2 を前提として、ACE 実行上の C2 の要点を示して
いる。作戦域内において C2 系統に対する攻撃や妨害を受
けることは前提であり、被害を受け機能低下した状態でも

作戦継続しなければならない。そのためには、適切な権限
の委任と上級指揮官の意図の範囲内で臨機応変に任務を継
続することが ACE の鍵となる。
　③「展開と機動」では、ACE を実行することによって能
動的に敵の判断に働きかける、つまり ACE の機動性、迅
速性によって敵の攻撃計画を混乱させるなど、敵を出し抜
いて優位性を維持しようとする主体的・能動的な意図が示
されている。米空軍は世界規模で戦力を展開しているが、
戦域内と各戦域間における迅速な戦力の展開や機動をより
ダイナミックに実施することを前提としている。ACE を実
行するに当たり、全て米軍の能力だけで自己完結すること
は考えておらず、民間力の活用によって輸送力の負担を軽
減することも必要と考えている。
　④「防護」は、航空基地がどこに所在していても、敵の
攻撃を免れる「聖域」は存在しないという NDS2018 の問
題認識をベースにしている。そのため、積極防御と消極防
御を適切に組み合わせた統合ミサイル防衛（IAMD）態勢
の確立が戦力保全と戦力の最大発揮には不可欠であると強
調している。現在の大規模な作戦拠点基地を中心にした防
御計画や戦略は ACE の分散運用に不適であり、分散運用
を前提として統合戦力を展開させるとともに受け入れ国戦
力との組み合わせも事前に計画しておくべきであるとして
いる。その際、情報機能、対情報機能、緊急事態管理機能、
法執行機能等は、空軍単独で準備するのではなく統合の機
能として準備するとともに、同盟国等の支援によって補完
することも念頭に置くべきとしている。
　⑤「持続」では、兵站システムや輸送システムを現在の
プル型でジャスト・イン・タイムの効率性重視の兵站シス
テム（現場のニーズに応え必要な時期に必要量を提供する
もの）から、分散運用の最大効果を発揮することを重視し
たプッシュ型に転換すべきと述べている。敵の攻撃に晒さ
れる環境下においても戦力を展開し、防護し、持続するた
めに、兵站インフラを大きく変革させ、戦時品と非戦時品
を区別し優先順位を付けて配分する等の新たな取り組みが
不可欠としている。特に広い戦域内において運用場所を増
やす際、ACE によるソーティ数の確保に焦点が当たりがち
であるが、作戦を持続するための後方補給、輸送のための
細部計画の策定がより重要であると強調している。このこ
とから、現地でサービス、補給、装備品等を確保するため
の新たな契約要領の策定などの重要性も指摘している。
　5 つの鍵となる要素以外に、ACE にとって重要な 3 つの
事項として、①情報戦、②インテリジェンス、③火力、を
挙げている。戦力の展開、機動のタイミングや場所、規模
等にかかわる明示的な情報は、戦略的メッセージとして抑
止や同盟国支援の保証として機能する。また、能動的、受
動的に関わらず ACE の計画と実行においては、欺瞞的な
情報の活用により敵の混乱や判断ミスを導くことができる
ことも強調されている。同様にインテリジェンス、カウン
ター・インテリジェンスの活動も ACE の実行に不可欠で
ある。JADO として全ての領域からの火力集中を実現する
ためにも、ACE の計画、実行の段階において、情報戦、イ
ンテリジェンス、火力の観点と任務指揮の活用が重要であ

ドクトリン・ノート　AFDN 1-21
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ると述べている。
（２）特徴
　AFDN1-21 で示された ACE の特徴の第一は、前方展開
戦力をベースに戦域外の拠点から航空戦力を投入する従来
の航空作戦構想を大きく変えたことである。対等の競争相
手である中露とのハイエンドの戦いを想定していること、
弾道ミサイルや巡航ミサイル等の A2AD の脅威によって、
戦域内のみならず戦域外の作戦拠点の脆弱性が増したこと
等が理由として考えられる。そのため、攻勢主体であった
従来の発想から、攻防の両面を重視したバランスを重視す
る作戦構想となっている。
　第二の特徴は、中国の A2AD の脅威に対する対応を検討
する過程で、2010 年代半ばごろから急速に発展した概念で
あるという点である。ACE の起源は、米国の安全保障・国
防戦略（NSS/NDS）が見直された以降、米太平洋空軍と
の意見交換の場で示されたたった一枚のコンセプト・ペー
パー ( 概念図 ) であったと仄聞する。その後、ハブとなる
航空基地を中心に複数の航空基地を含んだクラスターを構
成し、その中で航空戦力を柔軟に運用するという概念に発
展したとされる。しかし、空自にとって特段目新しい構想
では無かったはずである。何故なら、冷戦期に圧倒的戦力
差のある旧ソ連空軍に対して防勢的な航空作戦で対抗しよ
うとしていた空自にとって、作戦基盤である航空基地が攻
撃を受けることは必然であった。それを前提とした上で、
隠ぺい、掩ぺい等によって作戦基盤の抗堪化を図ると共に、
被害復旧を行いつつ複数の飛行場群で粘り強く作戦を継続
するという構想を有していたからである。しかし、法的制
約によって民間飛行場の運用態勢を事前に整えることが困
難であること、作戦基盤の抗堪化への予算措置が続かな
かったこと等から、空自の構想は実現の目途が立たないま
ま現在に至っている。これに対して、米空軍の ACE は既
に実際の訓練や演習を重ねており、インド太平洋地域のみ
ならず欧州方面においても中露の A2AD 脅威に対抗する作
戦構想として急速に検証、議論が重ねられ、ドクトリン化
される一歩手前まで進展してきている。
　第三の特徴は、当然と言えば当然であるが、ACE は
JADO/JADC2 並びに次項で説明する「任務指揮」の考え
方と整合されていることである。中露とのハイエンドの
戦いにおいては、敵の攻撃を受け作戦基盤が機能不全に
陥ったり、指揮統制系統（C2 系統）が一部機能を失って
も、作戦目的達成のために同調された作戦行動を継続しな
ければならない。また、ACE は、競争継続（Competition 
Continuum）という考え方に則り、平時からグレーゾーン、
有事に至るまでのスパンでその活動や対応を捉えている。

（３）空自に対する含意
　第一に ACE は、米統合軍の航空戦力が A2AD の脅威下
においても航空戦力の特性を最大限発揮し、ハイエンドの
戦いを制するための前提となる作戦構想である。インド太
平洋地域という海洋域において ACE を実行するためには
様々な工夫と努力が必要であり、また同盟国やパートナー
国への期待は大きい。我が国周辺を含む地域内で ACE 実
現のための環境を整えることは、わが国の南西諸島防衛の

前提となる要時要域における航空優勢の獲得に寄与するの
みならず、米国の対中作戦構想である JADO の成否を左右
する米国航空戦力を支援することにもつながることから、
戦略的に大きな意義がある。
　第二に、米空軍の ACE と空自の飛行場群の運用構想は
類似した概念であるが、その考え方や姿勢には違いがあ
る。日米共同作戦の計画・実行に当たっては、その違いに
留意することが重要である。空自の飛行場群運用の構想
は、敵の第一撃を受け一定の被害が生じる状況下でも粘り
強く防空作戦を継続するための、受動的な構想である。こ
れに対して米空軍の ACE は、戦域への出入り、戦域内の
機動などにおいて航空戦力の機動力や柔軟性、スピード
を発揮して、敵の目標選定に関する判断を混乱させること
を企図するなど、能動的な発想に立つ構想である。双方に
共通するのは、「展開可能で多機能な能力を有するエアマ
ン」の養成と維持がその構想実現の鍵であることである。
既に、米空軍においては実動演習を通じて多機能な能力を
付与するための訓練基準や実施要領の検討が具体化してお
り、米空軍の ACE に対する取組みは空自を追い抜きつつ
ある。JADC2 を支える包括的な指揮・統制システムであ
る ABMS が装備化されるまでの間においても、ACE を実
現するための現実的な取り組みが進んでいる。インド太平
洋地域における ACE 実現のために統合戦闘ネットワーク

（Integrated Warfighting Network：IWN）を 2022 年夏を目
途に立ち上げることが米空軍ニュースで報じられている。
また、空自の改善提案に相当する制度において、ACE 実現
に寄与できる技術や装備に関するアイデアを募った結果、
持ち運び可能な太陽光発電の器材によって分散された運用
場所において必要な電力と水を一定量確保できる提案が最
優秀賞となり、その実装化が見込まれている。
　第三に、このような米空軍の具体的な取り組みに対して、
空自の飛行場群の運用構想は様々な制約を理由に具体化が
遅々として進んでいない。飛行場群の整備が具体的に進ま
なくとも、今手に入る技術や装備品を使って如何に飛行場
群の運用を可能にするかという発想に立って検討を進める
ことが重要である。民間飛行場をそのまま運用することを
前提に持ち運びできる後方補給資器材を整備するなど、で
きる努力を継続すべきである。ブラダー・タンクの増勢、
搭載 Mx 等を運搬・保管可能なコンテナの整備、衛星通信
を使って何処でも ATO を受領できる機動型 C2 系統の構
築、持ち運び可能な自家発動発電機の増勢、その他飛行場
運用に不可欠な資器材のワンパッケージ化等、構想実現の
ために具体的に検討し実現に向けて予算措置すべき事項は
多々ある。また、装備品の取得だけでなく操縦者、整備員、
後方補給員を始めとして分散地での運用能力を身に付ける
ために必要な訓練実施基準の策定や練成訓練の計画、実行
も重要である。滑走路被害状況下での運用に不可欠な短距
離離着陸訓練を実際に演練したり、離陸後ただちに空中給
油を受けて長時間戦闘する訓練を行う等、日頃からの訓練・
演習で実施し、経験を積むべき事項は多い。必要であれば
運用規則等の見直し、例外規定の設定なども必要であろう。
中長期的には、ACE を実現するための鍵として挙げられて
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いる持続性（Sustainment）を担保するために、戦術空輸
能力の大幅な強化（C-130/CH-47 の増勢等）にも取り組む
べきであろう。多機能の能力を付与する整備員や特技員の
教育・訓練等を含めた要員養成計画の策定、実施など空自
全体での組織的な取り組みが不可欠なものも多い。着手し
なければ、状況は変わらないことを肝に銘ずべきである。

４　基本ドクトリン（AFDP1）の改正（作戦指揮
（Mission Command）関連）
（１）概要
　AFDP １「 空 軍

（The Air Force）」
（10 March 2021）
は、米空軍のドク
トリン体系の最上
位に位置づけられ
るドクトリン文書
である。空自の教
範体系における「指
揮・運用綱要」に相当するものと言うことができるであろ
う。
　AFDP1 には、次に述べるような本質的かつ普遍的内容
がまとめられている。①何故戦うのか（戦争とは何か）、
②我々は何者か（エアマンとはどういう特性を有する者な
のか）、③我々は何を使うのか（エアパワーとは何か）、④
どのように発揮するのか（航空戦力の本領）、である。①
においては、１）戦争の特質、２）レベル、３）競争継続
の中での航空戦力、４）国家防衛戦略と目標、が示され
ている。②においては、米空軍のエアマンの核となる 3 つ
の価値観（Core Values：Integrity first, Service before self, 
Excellence in all we do）が示されている。③では、航空戦
力の概観、基盤、エアマンが信じる航空戦力の見方、が記
述してある。④においては、航空戦力をどう運用するかを
示すために、7 つの本領が示されている。そのうちの一つ
が「任務指揮（Mission Command）」である。AFDP1 が
2021 年に改正された際、最も注目を集めたのがこの「任務
指揮」であった。

（２）特徴
　AFDP1 の特徴の第一は、NDS2018 に示された新しい
考え方が盛り込まれている点である。NDS2018 で示され
た「競争継続」（Competition Continuum）という考え方を
受け、統合ドクトリン・ノート（JDN1-19）が策定されて
いる。その中で、協力（Cooperation）、武力紛争以下の競
争（Competition below armed conflict）、武力紛争（Armed 
Conflict）という戦争の全ての段階における航空戦力の使
い方が明示されている。
　第二に、米空軍を明確に統合軍のための軍種であると位
置づけるとともに、統合軍指揮官の目標達成に JADO を
通じて寄与することが明示されていることである。我が国
においても統合運用の重要性は認識され、統合運用の体制
は段階的に整備されてきている。しかし、陸海空の教範や
ドクトリン関連文書においてここまで徹底して統合運用

の考え方が示されているものはまだ存在していない。更に
AFDN1-20 で提示された JADO の考え方がそのまま基本
ドクトリン（AFDP1）に反映されている点である。この
ことは、関連ドクトリンの整合が図られている事実を示す
のみならず、米空軍として JADO にコミットする強い意志
が感じられる。
　第三に、航空戦力の本領の一番目に「任務指揮」が挙げ
られていることである。以前の AFDP1 で示されていた「一
元的指揮・多元的実行（Centralized Control Decentralized 
Execution）」は「任務指揮」の実行を説明する項目の中に、

「一元的指揮、分散された統制、多元的実行（Centralized 
Command, Distributed Control, and Decentralized 
Execution）」 と し て 再 定 義 さ れ て い る。2021 年 3 月 の
AFDP1 改正で一番目に付く変化が「任務指揮」の強調で
あった。NDS2018 で求められる対等の戦略的競争相手と
のハイエンドの戦いにおいて勝利するため、JADO の実行
に不可欠な本領として示されたものと考えられる。長らく
従事してきたテロとの戦いとは異なり、対等の競争相手に
よって我の C2 系統が狙われ損害を受けることが前提とな
る。航空戦力を最大発揮するためには指揮官の意図が徹底
され、C2 が一部機能喪失した状況下にあっても委任され
た権限に基づき現場の柔軟な判断によって作戦を効果的に
継続する必要があり、「任務指揮」の考え方を強調したも
のと考えられる。C2 ネットワークを網の目状に構成した
り、常時接続を前提とせず必要な時に接続、離脱を自由に
できるネットワークの確立や、AI や ML を使った情報処
理網を検討している。

（３）空自に対する含意
　本稿で紹介した米空軍の取組み、すなわち新たな戦い方
を最上位のドクトリン文書に速やかに反映させ、他の関連
文書とも整合させるプロセスは、空自も大いに参考にすべ
きである。空自もドクトリン関連文書の整備を進めてきて
いるところではあるが、教範の体系との整理を含めて課
題は多く、タイムリーな修正・変更ができていないのが実
情である。昭和 47 年に制定された「指揮・運用綱要」は、
空自の指揮・運用に関わる本質的・普遍的事項が格調高く
表現されている。しかし、統合運用の進展、平時における
国際平和協力活動等の常態化、ミサイル防衛体制の構築、
任務の常態化、グレーゾーン事態に対する常続的警戒・監
視の重要性の向上、更には宇宙・サイバー領域の作戦領域
化への対応等々、制定後約 50 年にわたる我が国防衛のあ
り方に関わる大きな変化が反映されていない。勿論、今で
も通用する普遍的かつ重要な考え方も含まれているので、
残すべきもの変えるべきものをしっかりと見極めた上で再
整理すべきであろう。その際、教範としての位置付けに拘
泥することなく、空自で新たに整備しつつあるドクトリン
関連文書への取り込みや他の教範へ分散させた書き込みな
ど、我が国特有の政治的制約を過度に受け過ぎず、航空戦
力の本来あるべき運用の在り方（戦略的、攻勢的活用等）
に関わる議論の触媒となるものにする着意が必要である。
現在の教範体系の中で許容される議論だけに限定されてし
まうと、航空戦力を扱う軍事組織の一員、軍事専門家とし

基本ドクトリン　AFDP 1
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て不可欠な姿勢や考え方、指揮運用綱要に「百時防衛行動
を基準」として示された作戦運用を第一義とした軍事合理
的な発想・考え方が廃れてしまうリスクを内包しているこ
とを忘れてはならない。
　「任務指揮」という考え方そのものは、作戦の推移が速
く他自衛隊に比べてより柔軟な「統制」という考え方を採
用する空自にとって馴染みやすい概念である。しかし、そ
の考え方を現在の運用の基本である統合運用に反映させる
ことについても考えるべきである。既存の BMD 網を突破
する新たな Mx 脅威への対応やドローン等によるスウォー
ム攻撃への対応、更には拒否的抑止力として保有する反撃
力の運用（ターゲティング、指揮・命令、実行）を含めた
統合ミサイル防空システム（IAMD）を確立し実効的に運
用するためには、被害状況下においても柔軟に「任務指揮」
できる態勢をわが国においても整えておくべきであろう。

５　おわりに
　本稿では、米空軍の動向を探る上で重要な手掛かりとな
る米空軍の最近のドクトリン関連文書の概要や特徴、空
自に対する含意について述べてきた。改めて、取り上げ
た AFDN1-20、AFDN1-21、AFDP1 について確認する過
程で、これらが既に一つのドクトリンとして纏め上げら
れ、「JADO における空軍省の役割（The Department of 
Air Force Role in Joint All Domain Operation）」（AFDP3-99 
SDP3-99）という米空軍並びに米宇宙軍のドクトリン文書
として発出されている事実を確認した。
　一読したところ AFDN1-20、AFDN1-21 の考え方はほ
ぼそのまま取り込まれている。「任務指揮」に関しては、
JADO の指揮統制（Command ＆ Control）の項目の「計
画（Planning）」、「実行（Execution）」、「評価（Assessment）」
の中に適切な権限委任を行うべきこととしてしっかり反映
されている。今後、更なる内容の精査が必要であるが、そ
の要点と方向性は本稿で紹介したものと大きな違いはな
い。
　国家防衛戦略の転換を受けて新たな戦い方を模索し、そ
の成果を僅か 4 年でドクトリンに昇華させた米空軍の組織
としての知的能力の高さには何時ものことながら驚かされ
る。今後はドクトリンに基づき装備体系、戦力組成、教育・
訓練が整合されていくわけであるが、運用主導の発想、実
行力が良く現れている。我が国においては、安全保障・防
衛に関する独特の政策的制約や縛りが依然として残るのは
事実であり、米軍のやり方が必ずしも空自に全て適合する
わけではない。しかし、現在、厳しい安全保障環境の下で
共通の脅威に直面している状況で、航空戦力を運用する軍
事専門家である我々が少なくとも課題に対する姿勢や取り
組みで米空軍に後れを取ってはなるまい。以下に、一連の
ドクトリン文書に関わる動きから筆者が捉えた空自の課題
や取り組みに関する私見を述べて、本稿を締めくくりたい。
　まず第一に、米空軍の JADO/JADC2 に対する取り組み
は、ABMS の実装化を含めて実現に時間が掛かるものがあ
る。しかし、今後も着実に進展し同盟国との共同作戦に関
するベースとなることは間違いない。JADO/JADC2 実現

の鍵は、作戦運用に関わるデジタル・データを共有、融合、
配分する C2 ネットワークである。陸海空のアセットが個々
にネットワーク化されるのではなく、一体化された形で米
の C2 ネットワークと連接するためにも、我が国における
統合 C2 系統の確立、陸海空アセット間のネットワーク化
を最優先すべきであろう。その際、既存のプラットフォー
ムと新たなプラットフォームがソフトやアプリを使って自
由に接続、離脱ができたり、民間のクラウドやネットワー
クも活用するなど、従来の発想に捉われない取り組みが重
要である。
　第二に、日米共同による ACE の実現は、南西諸島防衛
作戦に不可欠であるのみならず、米国航空戦力を戦域内に
引き入れ、戦域外に離脱させないための鍵であり、戦略的
な意義を有する。従って、米空軍の ACE を十分に理解し
た上で、柔軟な発想を参考に、長年積み上げてきた空自の
飛行場群の運用構想を更新すべきである。その際、法的な
制約や予算上の観点から思考停止に陥ることなく、必要と
なるツール、アセットを具体的に検討し、準備を進めるこ
とが重要である。既存の民間飛行場の使用を前提とした訓
練を実施するための環境を整えるとともに、多機能で多様
な能力を有する要員の養成・維持に関する具体的な養成基
準、計画を策定し、速やかに実行に移すべきであろう。
　最後に、新たな戦略をベースに新たな作戦構想を作り上
げ、それをドクトリン化するとともに必要な装備品等を整
備し、所要の訓練を行うという米空軍の運用構想主導のプ
ロセスを参考とすべきである。我が国と米国では条件が異
なるものの、常に国家防衛戦略は如何にあるべきか、そこ
に示された目標を達成するために如何なる作戦を実施すべ
きか、そのために必要な装備品は何か、如何なる人材を育
成・維持すべきか等を検討し、実行可能な選択肢を常に準
備しておくことは軍事専門家の責務であり、存在意義でも
ある。「指揮・運用綱要」の見直しやドクトリン関連文書
と教範体系との関係整理なども、速やかに進められるべき
であろう。そのような地道な活動によってのみ、予測困難
な国際情勢の中で我が国防衛を全うするための政策策定に
寄与し、最終的に我が国防衛の責務を果たし得るのである。
　

　　脚注 ------------------------------------------------
1 「統合全領域作戦における米空軍の役割（USAF Roles in Joint All-
Domain Operations(JADO)）」Air Force Doctrine Note 1-20 (5 March 
2020)
2 「迅速な戦闘展開（Agile Combat Employment(ACE))」Air Force 
Doctrine Note 1-21(1 December 2021)
3 「空軍力（The Air Force）」（Air Force Doctrine Publication（AFDP）
1）（10 March 2021）
4 Chairman of the Joint Chief of Staff Manual 5120.01A, Joint 
Doctrine Development Process
5 Joint Doctrine Note 1-19 ” “Competition Continuum” , (3 June 
2019)
6 The Department of Air Force Role in Joint All Domain Operation

（AFDP3-99, SDP3-99）(19 November 2021)
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米空軍横田基地の行事に参加
JAAGA members participate in social events in Yokota AB 

　　　

　在日米軍司令部・第 5 空軍合同のクリスマス・レセ
プションが、12 月 4 日（土）、横田基地オフィサーズ
クラブで行われた。小田原外務副大
臣、地元関係者と共に、自衛隊から
山崎統合幕僚長、井筒航空幕僚長、
西谷補給本部長、亀岡航空総隊司令
部幕僚長及び伊豆原横田基地司令の
ほか、空幕部長等をはじめ多数の高
級幹部が参加された。
　JAAGA からは谷井副会長、岩本、
藤田各渉外理事のほか、岩崎顧問、
前原副理事長が、それぞれ元統合幕

僚長、元航空総隊司令官として招待を受けて参加され
た。
　ラップ在日米軍司令官兼第 5 空軍司令官（Lt Gen 
Rickey N. Rupp, Commander of U.S. Forces Japan and 

Fifth Air Force ）夫妻が各招待者をお
出迎えになりご挨拶の後、オープニ
ングスピーチで「ここにご来場の日
本の皆様には、基地内外において在
日米軍・5 空軍へのご支援を頂き心か
ら感謝しています。米軍人は、本国
の家族や親族等と離れて世界各国に
展開しておりますが、日本において
は皆様の厚いご支援のおかげで任務
に邁進できていると確信しておりま

第５空軍ホリデーコンサート

Group photo with Lt Gen Rupp and 
his wife (center-left), and Lt Gen Izutsu, 
Chief of Staff, Koku-Jieitai and his wife 
(center-right)

5 月 19 日、JAAGA 杉山会長と前原副理事長は、在
日米軍兼第 5 空軍司令官ラップ中将（Lt Gen Ricky N. 
Rupp, Commander of U.S. Forces Japan and Fifth Air 
Force）を表敬訪問した。
　ラップ司令官は昨年 8 月に就任されたが、このコロ
ナ禍において杉山会長の表敬訪問はこれまで実現され
ず初めて今回実現した。
　話題は、台湾情勢、ウクライナ情勢、新防衛戦略等

に及び、いずれにしても日米関係をより強化していく
必要性があるという認識で一致した。
　ラップ司令官は、特に、ロシアのウクライナ侵攻に
関しては、発生場所はここから遠く離れているが、太
平洋地域と無関係では無くなっており、世界が縮ん
でいるとの認識を示された。また、そういった意味
で山崎統幕長が即座にヨーロッパに出張し「NATO 
CHOD（参謀長）」会議に初参加した意義は極めて大
きいと仰った。
　そして、司令官
は就任以降、在日
米軍部隊を視察し
てきたが、今後は、
空自部隊を空自指
揮官とともに回り
たいとの意向を示
され、日米関係の
強化に積極的な一
面を覗かせたものと思料する。　　　　　　　　　　  
                                                 （前原副理事長記）

杉山会長  ラップ中将表敬
JAAGA president Sugiyama makes a courtesy call on Lt Gen Rupp 

JAAGA President Sugiyama shakes hands with Lt Gen 
Rupp, Commander of  U.S. Forces Japan and Fifth Air Force

（from left）President Sugiyama, Lt Gen 
Rupp and Vice Chairman Maehara
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令和 3 年 12 月 11 日（土）横田基地内将校クラブに
おいて第 374 空輸航空団司令官アンドリューＪ．キャ
ンベル大佐（Col Andrew J. Campbell）夫妻主催によ
りホリデーソー
シャルが開催さ
れ、JAAGA 杉山
会長ご夫妻及び
藤田渉外理事が
出席した。
  開式にあたり、
基地を代表して
ダン最先任上級
曹長（CMSgt Jerry J. Dunn）が来場の招待者等に対し
て日頃の基地への協力支援に対する感謝の言葉を述べ
られた後、コロナ禍にあって様々な感染症対策を講じ
ながらの行事が進められた。
　司令官挨拶でキャンベル大佐は、航空自衛隊と共同
で実施したミクロネシア諸島でのクリスマス作戦をク
ルー達とともに実施し大きな成果を得たこと、この作
戦を通じてますます航空自衛隊との絆を深められたこ
とが披露された。

　更に「基地に着任以来、コロナ禍にあって基地行事
が 1 度も実施できなかったことを残念に思い、毎年 9
月に開催しているフレンドシップ行事を来年は 5 月に
実施することで関係者と計画を進めていることを紹
介、コロナを克服し多くの皆様に喜んでいただける行
事を開催し、日本の皆様との信頼関係の醸成に寄与し
たい」と述べられ
た。
　 今 回 ホ リ デ ー
ソーシャルでは初
めての試みとして、
子供たちのダンス
やハイスクール生
徒のバンド演奏が
披露され、式を華
やかに彩った。
　参加者は基地関係者との久しぶりの再会を通じて、
今年１年を互いに振り返るとともに、新たな年を迎え
るにあたって今後ますますの交流を進展させることを
約束して会場を後にした。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤田理事記）

す。本日はこうし
た皆さんに年末の
クリスマスの一時
を太平洋空軍バン
ドの演奏でお楽し
みいただきたいと
思います」と述べ
られた。
　コロナ感染拡大防止の対策のため（日本政府が関係
者に定めている制限を踏まえ）、レセプションの間はマ
スクを着用すると
共に食事の提供は
行われず飲み物の
みとなったが、招
待者が心から楽し
め、大いに工夫さ
れたおもてなしの
気持ちを感じるこ
とができた。

　最後に再度ラップ司令官から「コロナ渦で行う今年
の企画は、実は私の妻のアイディアで、例年とは異
なり太平洋空軍バンドのパフォーマンスを中心とした

「ホリデーコンサート」にしました。今日の演奏をし
てくれた太平洋空軍バンドを本当に頼もしく思いまし
た。皆さんはお楽しみいただけたでしょうか？今後の
強固な日米同盟の為に、政府や地元自治体の皆さん、
日米軍人の皆さんのこれまでのご協力に感謝するとと
もに、今後とも一
層のご協力ご支援
を引き続き宜しく
お願いします」と
挨拶をされてクリ
ス マ ス・ レ セ プ
ションを結ばれ、
我々は一足早いク
リスマス気分に浸
りオフィサーズクラブを後にした。         　　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩本理事記）

Band performance by high school 
students

JAAGA President Sugiyama and his 
wife (left), Col Cambell and his wife 
(right)

第 374 空輸航空団ホリデーソーシャル

(from left) JAAGA Vice President 
Tanii, Maj Gen Koshinski, Deputy
Commander of 5th Air Force, JAAGA 
Director Iwamoto

USAF Band of the Pacifi c-Asia Pacifi c 
Trends

Opening Remarks by Lt Gen Rickey 
N.Rupp
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令和４年度 JAAGA 事業計画
事業項目／実施時期

１四 ２四 ３四 ４四

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日米隊員の激励
等

日米共同訓練参加隊員の激励

日米隊員の表彰（JAAGA AWARD 2022）
日米隊員の交流活動

（日米相互特技訓練）等激励

米空軍軍人の日
本研修等支援

防大留学米空軍士官学校学生の研修支援

スペシャルオリンピックスの支援 横田、三沢

JAAGA と
航空自衛隊・
米空軍との交流

SPORTEX'22           A             B

指揮官交代行事等への出席

米空軍協会（AFA）総会への参加等               

在日米空軍各基地との連携の強化

米空軍慶弔への対応
関係団体との交流

（JANAFA、横田基地７クラブ等）

広報及び
　　　広報協力

日米要人等の講演 空幕部長等

米空軍基地等の研修 横田 三沢

日米安保等に関する広報活動
（米空軍広報記事の会報掲載） 　　　   　　　　

会報の発行、配布   　　　 　　　　

一般広報（HP 運営、パンフレット作成、グッズ贈呈）

総会 ◯ 5/12

運営管理

会勢拡大等（会勢拡大、会員管理）

支部との連携

事務所の運営と備品等の整備

会員名簿の作成、配布 　　　　

役員会（★）及び理事会（☆）  ☆　 ☆    ★  ☆　　　  ★   ☆　 ☆    ★   ☆　 ☆    ★

監査（会計監査、物品監査） （R5.4）

その他 創立 30 周年（令和 8 年）記念行事経費積立

レインボーブリッジ  Day &  Night　"A bridge of trust that connects people"
 作：宇山佳男 OB
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　 日 米 エ ア フ ォ ー ス 友 好 協 会（JAAGA） は、 お 蔭 様 で 令 和 4 年 7 月 で 創 立 26 周 年 を 迎 え ま す。
    日米同盟の深化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。『JAAGA だより』も、
JAAGA 活動の広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えて
います。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見
やご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   pubaff air@jaaga.jp

投稿募集のご案内

    

日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、
横田基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修
の意義のみならず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 〜 2,000 字程度）、写真、図表等を
含めていただいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・
米空軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人賛助会員の皆様】32 社
株式会社 IHI、 株式会社 IHI エアロスペース、 株式会社石橋オフィスサポート、 伊藤忠商事株式会社、 有限
会社エイム、 株式会社エクシオテック、 沖電気工業株式会社、川崎重工業株式会社、 株式会社シー・キュー
ブド・アイ・システムズ、 新明和工業株式会社、 株式会社 SUBARU、 住友商事株式会社、 双信商事株式会社、 
双日株式会社、 東京航空計器株式会社、 東芝インフラシステムズ株式会社、 株式会社日商ファインライフ、 
日本電気株式会社、 日本飛行機株式会社、 ノースロップ・グラマン・ジャパン、 富士通株式会社、 渕上建設
工業株式会社、 Boeing Japan 株式会社、 丸一土地建物株式会社、 丸紅エアロスペース株式会社、 三菱重工
業株式会社、 三菱商事マシナリ株式会社、 三菱商事株式会社、 三菱電機株式会社、 三菱プレシジョン株式
会社、 株式会社武蔵富装、 ロッキード マーティン グローバル インコーポレーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】89 名

賛助会員の皆様へ

    日米現役の皆さんを応援する「JAAGA だより」を更に多様性に富んだ充実したものにするために、会員の
皆様のご協力が必要です。
　投稿頂いた方には記念として、「JAAGA グッズ」（男性にはタイピン、女性にはピンブローチ）を謹呈させ
ていただきます。

「JAAGA だよりを私たちと一緒に
　　作っていきましょう！」
　　　　　　　　　　　　JAAGA 広報係

↓ ↓

JAAGA グッズの紹介
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　１　正会員  14 名

　 ２　個人賛助会員  6 名

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
深澤　英一郎 東京都豊島区 剱持　暢子 神奈川県横浜市 佐藤　幸喜 埼玉県川口市
金古　真一 東京都目黒区 上ノ谷　寛 東京都武蔵野市 生田　孝治 神奈川県相模原市
津田　昌隆 東京都練馬区 西野　一行 東京都昭島市 荒木　哲哉 東京都国分寺市
朝倉　譲 東京都杉並区 田實　久志 埼玉県狭山市 菅原　政弘 東京都板橋区

岩崎　仁彦 東京都品川区 有村　誠一郎 埼玉県ふじみ野市

新入会員紹介

令和４年度 JAAGA 役員

職　名　 氏　名　　　　（緑字：役職変更　青字：新任）

会　長 杉山良行

副会長 福江広明、上田知元、小野賀三

監　事 内山隆弘、山本祐一

理　事

（筆頭理事以下
五十音順）

理 事 長 小野賀三（〜 R4.7）、前原弘昭（R4.8 〜）

副理事長 前原弘昭（〜 R4.7 兼務）、武藤茂樹（R4.8 兼務〜）

企画（5） 武藤茂樹、荒木淳一、上ノ谷寛、山田真史、増子豊

総務（9） 前原弘昭（〜 R4.8）、深瀬尚久、荒木哲哉、荒木文博、井上浩秀、大浦弘容、金古真一、
長田国男、三谷直人、山倉幸也（兼務）、渡邊博史

渉外（7） 川口泰志郎、朝倉譲、岩崎仁彦、長島純、藤田信之、村田圭史、吉田浩介

会員（4） 今瀬信之、西村弘文、野澤隆一、山倉幸也

広報（5） 福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、竹内由則

財務（4） 吉川礼史、大岩卓弥、平元和哉、宮本裕徳

支部役員
支部長 池添孝史（三沢） 丸野礼治（沖縄）

支部事務局長 山本親男（三沢） 相原弘介（沖縄）

JAAGA 退任役員
職　名 氏　名
副会長 谷井修平

理　事 岩本真一、岡本謙一、木村和彦、新谷和也、平塚弘司、平本正法

支部役員 丸山 泰（三沢支部長）

顧　問
岩﨑茂、齊藤治和、丸茂吉茂、小野田治、山﨑剛美、平田英俊、石野次男、
福井正明、清藤勝則、四ツ家邦紀（ホームページ担当特任）

氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所
菅原　亜樹子 神奈川県川崎市 迫　幸治 沖縄県那覇市 田中　正男 沖縄県沖縄市
大山　哲夫 東京都世田谷区 野中　哲 沖縄県那覇市 岡部　新 沖縄県那覇市
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員 14 名、賛助会員 6 名の合計 20 名の入会を得ることができました。
○ 令和 4 年 5 月 31 日現在、正会員数 259 名、個人賛助会員数 89 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　員数 32 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。
　　【入会資格】
　　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　　郵  便  　    ：〒 160-0002
　　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　
　　　　　　　　 　　　　　日米エアフォース友好協会　会員係
　　　メール 　　 ：membership@jaaga.jp

　気がつくと 40 ページの大作に。コロナ禍にあっても JAAGA としてしっかり活動できたことと皆様から協力いただ
いたおかげで充実した内容になっていると自負します。今号に全ての記事を掲載することができなくて一部は次号に
送ることになりましたが、うれしい悲鳴をあげながらコンパクトにまとめるように苦心した編集作業でした。
　日本を取り巻く安全保障環境を考えるとウクライナへのロシアの侵攻は他人事ではなく、自ら国を守る力と日米関
係の大切さを今更ながら思うところです。
　JAAGA の一員として日米関係の強化、深化の一翼を担うことを目標に、個性とチームワークで「だより」の編集に
取り組んでいきます。（編集長）

◆「喜怒哀楽の毎日、『日々笑進』を胸に口角あげてリラック
ス」（F） 
◆「いよいよ夏本番が近づく今日この頃、屋外でマスク姿の
人を見かけることも減ってきており、普通の生活のありがた
さを実感しています」（A）
◆「トンガ王国では『そろばん』が普及しており小学校の正
規教育になっています。物事を合理的に考える基礎となりま
すからね。復興の為に、しっかりとそろばん弾いて欲しいで
すね」（I）
◆「『普通の生活』に戻りあちらこちらに出掛けてみたいです
ね。まずは夏の北海道でしょうか」（O）
◆「今年の夏も暑くなりそうです。毎年のことですが、半年
前の前号発行時の寒さを思い出せないことが、本当に不思議
です」（T）

編集担当（広報理事）：福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、竹内由則
　　　　　　　　　　　　
JAAGA だよりは、JAAGA ホームページからもご覧いただけます（創刊号から第 49 号までは「20 年の歩み」に掲載）。
　　　　　　　　（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）

会員募集

編集後記

作：山本康正 OB


